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紙面の都合上、一部の内容しか掲載することが出
来ません。私のＨＰでは日記をほぼ毎日更新してい
ますのでぜひご覧下さい。
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　皆様には健やかに新春をお迎えのことと存じます。昨年は大変お世話になり誠にありがとうご
ざいました。『日記で綴る県政報告Ｖｏｌ．２４』をお届けします。県議会と刈谷市議会の運営上の相
違点の１つに、「決算委員会のあり方」があります。前年度の決算審査について刈谷市議会では９月
定例会において「審査⇒採決」を行いますが、愛知県議会では９月定例会において「上程」され、９月
定例会と１２月定例会の間に「閉会中審査」が行われ、１２月定例会において「採決」が行われるので
す。今回のレポートでは、閉会中審査における決算委員会の内容と１２月定例会の内容を中心にお
届けします。ぜひともご覧頂き、県政を少しでも身近に感じて頂けたら幸いです。

12.20
月定例愛知県議会の最終日です。 １１月２９日に
成立した国の補正予算を受けて５０２億１,７３５万
余円（外に債務負担行為１００億３,９１６万余円）の
追加の補正予算案が提出され、それぞれの常任

委員会で審査されました。
 
　私の所属する県民環境委員会では「私立学校のスクール
バスの燃料費、学校給食費及び光熱費の高騰分を支援」
「私立大学・短期大学の光熱費高騰分を支援」について５月
補正予算に計上した今年度上半期分に引き続き下半期分
として計上されています。
 
　但し、単純に期間を延長するだけではなく、「スクールバ
スの燃料費への補助」は上期、バス１台当たり１月１０,０００円

12
１２月定例会最終日　物価高騰などに対する追加補正水

だったものが、今回の予算では１１,０００円に、「学校給食費
への補助」は上期、生徒１人当たり１食６０円であったものが
１００円にするなど、上期に比べて更に物価が高騰したこと
にきちんと対応するかたちになっています。
 
　その他の委員会でも原油価格・物価高騰対策などの補
正予算が審査され、再び本会議場において全ての議案が
承認されました。これにより１２月補正予算全体の規模は、１
２月定例会初日に提
案された補正予算と
合わせ、６０７億１５５万
余円（外に債務負担行
為１１５億３,０２４万余
円）となりました。

12.15
員を対象とした『議長主催の講演会』が行われま
した。講師は農林水産省大臣官房総括審議官の
杉中淳氏、演題は「食料・農業・農村基本法の検
証・見直しの状況について」です。

 
　今回の検証・見直しに際して、全国１１ブロックにおいて地方
意見交換会を開催したり、農水省のＷｅｂサイトを通じて国民
からの意見・要望の募集を行ったということで、その中から「私
も同意見・共感する」といったものを数点抜粋します。
 
■適正な価格形成が農家の生産意欲向上、新規就農者の
増加につながる

■有機農業の推進において、公共調達かつ成長期の子供
たちのための学校給食への販路拡大に優先的に取り
組んで欲しい

■生産資材の国産化の推進＝資材、肥料、種子を輸入に
依存しており、日本の農業は危機と感じる

■食料自給率は、肥料・飼料の問題とセットで考えないと
その向上につながって行かない。特に肥料は中国が輸
出を完全に止めてしまった時にどうするのか

■目標数値の設定では、カロリーベース総合食料自給率
だけでなく、重要品目ごとの自給率や目標や農業生産
基盤の構成要素ごとの目標など、事業者・消費者にも課
題と政策が判り易いことが必要

■再生可能な農業を展開して行くためには、収益の確保
と環境への配慮が必要。そのためには全国一律の農業
政策ではなくてその地域に合った、その地域に根差し
たものを推奨して行くべき

 

議
日本の食料自給率　実際は１０％未満と自覚しよう金

　よく日本の食料自給率をカロリーベースで３８％と表現
することがありますが、肥料や飼料・種を海外に依存してい
る日本にとってそれらが輸入されなくなった時（既に価格が
暴騰して輸入し辛い状況になっていますが）の自給率は１
０％未満となります。そうした日本の食の置かれた状況を正
しく認識しておくことが大切です。お金を出せば海外から
食料を買える時代は終焉しました。不測の事態に国民の命
守るのが「国防」ならば、地域農業を守ることこそが安全保
障です。

食料自給率に対するまさひろの考え
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10.26 決算特別委員会　福祉局と保健医療局の審査です木
が所属します決算特別委員会が行われました。
今日は福祉局と保健医療局に関する一般会計
と特別会計に関する審査です。私は２つの項目
について質問しました。

 
① 生活福祉資金の特例貸付について
 
　新型コロナウイルス感染症の発生により休業や失業等
により、一時的又は継続的に収入減少した世帯を対象とし
て、生活福祉資金貸付制度における「総合支援資金」及び

「緊急小口資金」について特例措
置が令和２年３月２５日から令和４
年９月３０日まで設けられました。
 
　その間の総貸付件数は愛知県
だけでも１５７,８８０件、総貸付金額
は５０７億５,１６９万２千円に上って
います。そして令和４年３月までに
貸し付けた債権については、令和
５年１月から償還が始まっていま

私 す。最近の物価高騰などにより当時よりも更に厳しい生活
を余儀なくされている方も多数いるはずです。ぜひそうし
た方々に寄り添った対応をして欲しいと要望をしました。
 
② 愛知県食品衛生協会について
 
　食品衛生協会は、食品関係事業者の衛生管理の普及向
上を図り、県民の食生活の安全・安心を確保することを目
的に、食品衛生思想の普及活動、食品衛生責任者の養成、
食品衛生センターでの検査、食品衛生指導員活動、共済
事業等を行っています。
 
　しかしながら、近年、食品衛生協会への加入率が非常に
低下しており、今から１０年前の平成２５年度は７８．８％で
あったものが、５年前の平成３０年度は６９．９％に、そして令
和４年度は６４．２％となっています。
 
　そこで、飲食店に対して愛知県食品衛生協会への積極
的な加入を働きかける、あるいは入会することのメリット
を作って加入の促進につなげて欲しいと要望しました。

11.15 「研究は生産者や消費者の理解の得られるものでなければならない」との答弁水
算特別委員会が開催され、私は「プレミアム商
品券について」と「ゲノム編集について」質問を
しました。農業総合試験場と水産試験場におけ
るゲノム編集に対する答弁です・・・

 
　ゲノム編集については、県農業総合試験場で、食用となる
農作物を対象としたゲノム編集技術による育種研究は行っ
ていない。キクなど観賞用花きに限定して実施している。

　食用となる農作物を対象としたゲノム編集の研究をし

決 ていない理由は、県農業総合試験場が品種開発の過程で
活用する技術について、生産者や消費者の理解の得られ
るものでなければならないと考えているからである。この
ため、食用となる農作物のゲノム編集技術を活用した育
種について、研究を計画していない。
 
　県水産試験場においても、ゲノム編集に関する試験研
究は行っていない。理由は県農業総合試験場と同様であ
る。今後についても、計画はない。
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11.16
議事堂２階フロアーにアジア競技大会、アジア
パラ競技大会のフラッグが展示されています。
これは先日の中国杭州大会の閉会式において
大村知事が受け取ったものです。

 
　いつもはレプリカなのですが、今日は１２時３０分から１４
時３０分までの間、特別に本物が展示されていましたので、
一緒に写真撮影をしました。
 

県
アジア競技大会、アジアパラ競技大会 本物のフラッグです木

　既に県内５３市町村、名古屋市１６区を巡回展示するフ
ラッグツアーがスタートしており、刈谷市では２月９日～２０
日まで、ウィ
ングアリーナ
のロビーで
展示される
予定です。

11.17
日、岡崎ろう学校において、県立高校としては初
めて有機米が給食に試験導入されました。私は
今年の２月定例議会、本会議場での議案質疑に

おいて「学校給食のオーガニック化について」質したとこ
ろ、教育長から次のような答弁を貰っていました。
 
　『ほとんどの県立の特別支援学校は、校内の施設で調
理を行っておりまして、小規模の学校もありますので、有
機農産物の関係者とも相談をし、協力を得ながら、モデル
的に年に何回か愛知を食べる学校給食の日などに有機農
産物を取り入れたいと考えております。給食に有機農産
物を取り入れることは食育の面でも大変意義があります
ので、有機農産物を使ったより安心でおいしい給食を子

本
今日は「愛知を食べる学校給食の日」です金

供たちが笑顔で食べ
られるよう取り組ん
でまいります。』
 
　その時の答弁が実
現したのです。小さな
一歩ですが、出来るこ
とからコツコツ初め
て行きましょう！　先
ずは第一歩です。

11.21
般会計・特別会計決算特別委員会が開催されま
した。今日は防災安全局と総務局ほかの所管に
関する審査です。
 

　私は「消防団の加入促進について」質問をしました。
令和４年度の新規事業として[消防団加入促進モデル事
業]が、そして以前からの継続事業として[消防団加入促
進事業費補助金]があるのですが、その事業をしたこと
によって「実際にどれだけ新たな団員が入団したか」を
成果指標として把握することが大切なのでは・・・と問題

一
消防団員の加入促進に向けて質問しました火

提起しました。
 
　これで、閉会中審査として６
回に亘って開催された決算委
員会の質疑は全て終了し、最
後にこの委員会に付託されて
いた１２件の決算全てが採決
され、賛成全員で認定されま
した。

11.27
いち県民の日』記念式典に出席しました。
 
　明治５（１８７２）年１１月２７日に、当時の愛知県
（改称前は名古屋県）と額田県が合併し「現在の

愛知県」が誕生しました。昨年、県政１５０周年を迎えたこと

あ『
初めての『あいち県民の日』です月

を契機として、１１月２７日を『あいち県民の日』とする条例
を昨年の１２月定例会で制定しました。
 
　ということで、今日が初めての『あいち県民の日』なの
です。そして『あいち県民の日』を含む直前１週間（１１月２

１日から２７日まで）を「あいちウィーク」と定め、この間、県
の施設等が割引や無料で利用できたり、愛知県の魅力を
発信するイベント等が県内各地で行われていました。
 
　また、県内の公立学校では『あいちウィーク』期間中の１
日を「県民の日学校ホリデー」に指定し休業日としました。
およそ９割の自治体が２４日を休業日に、そして１割の自治
体が今日を休業日にしたとのことです。
 
　本日の式典では先ず始めに今回の「あいち県民の日ロ
ゴマーク」を作成した岩城孝則氏に表彰状が授与された
後、基調講演として歴史家の千田嘉博氏による「愛知の城
から歴史を読み解く」というテーマでの講演、その後「愛知

の魅力を再発見！愛知をもっと好きになる」というテーマ
で、タレントの須田亜香里さん、あいち県民の日アンバサ
ダーで女優の河村花さんらによるパネルディスカッショ
ン、最後に名古屋芸術大学ウインドオーケストラによる記
念演奏が行われました。

12.5
月定例愛知県議会。今日は自民党・あいち民主
県議団共に政調会長が代表質問に登壇しまし
た。『中小企業の人材確保に向けた取り組みの
支援』として興味深い答弁がありました。

 
　「中小企業の人材
確保を一層促進する
ため、中小企業が従
業員の奨学金返還分
を手当として支給す
る、又は、従業員に代

12
奨学金返還を補助する制度が新たに創設されそうです火

わって奨学金貸与団体へ返還する場合には、その一定部
分を県から補助する制度を新たに創設したい」とのことで
す。
 
　若者の中には学生時代に奨学金を受給している方も多
く、約４割の方が卒業後の返還に負担を感じているという
データもあります。そこで、中小企業が従業員への奨学金
返還の支援を行うことで、こうした若者が中小企業を就職
先として選ぶ動機付けの一つになるのではないかと思い
ます。制度の創設は吉報です。

12.1
知県議会１２月定例会が開会しました。今議会に
提出された主な補正予算は・・・

■愛知県基幹的広域防災拠点事業計画地内における埋
蔵文化財発掘調査の実施

■ゼロエミッション自動車の普及加速に向けた取組の拡大
■首都圏から愛知県への移住支援の推進
■技能五輪国際大会 の愛知県招致に向けた取組の推進
■豊橋市新アリーナ の整備に向けた取組の支援
 
　その他、人事委員会勧告に伴う給与改定費や三河港の
浚渫を行う港湾改良費等を含め、合計１０４億８,４１９万余
円（外に債務負担行為１４億９,１０８万余円）が計上されて
います。また、一昨日成立した国の補正予算に呼応し、さ
らに補正予算案も追加提出される予定です。

　また、今日から経済
産業局産業科学技術
課内に水素関連施策
の司令塔となる【水素
社会実装推進室】が設
置されました。
 

愛
１２月定例会開会と水素社会実装推進室の設置金

　水素はカーボンニュートラ
ルに貢献するクリーンなエネ
ルギーであるだけでなく、水
の電気分解等で製造できる
ことから、地政学的な影響を
受け難く、安定的に確保しや
すいエネルギーとして、世界
的に注目されています。愛知
県は、燃料電池車両の保有
台数や水素ステーションの
整備数で日本一を誇っていますが、今後はこれまであまり
活用されてこなかった発電所や工場・運送・港湾・農業・浄
水場などでも、水素やアンモニアなど脱炭素燃料の活用
が見込まれています。
 
　【水素社会実装推進室】を核にして、県庁内の各局で進
められる水素関連施策を取りまとめ、国の支援策などを活
用しながら、スピード感をもって水素関連プロジェクトを
次々と創出して２０５０年のカーボンニュートラルの実現を
目指します。
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11.16
議事堂２階フロアーにアジア競技大会、アジア
パラ競技大会のフラッグが展示されています。
これは先日の中国杭州大会の閉会式において
大村知事が受け取ったものです。

 
　いつもはレプリカなのですが、今日は１２時３０分から１４
時３０分までの間、特別に本物が展示されていましたので、
一緒に写真撮影をしました。
 

県
アジア競技大会、アジアパラ競技大会 本物のフラッグです木

　既に県内５３市町村、名古屋市１６区を巡回展示するフ
ラッグツアーがスタートしており、刈谷市では２月９日～２０
日まで、ウィ
ングアリーナ
のロビーで
展示される
予定です。

11.17
日、岡崎ろう学校において、県立高校としては初
めて有機米が給食に試験導入されました。私は
今年の２月定例議会、本会議場での議案質疑に

おいて「学校給食のオーガニック化について」質したとこ
ろ、教育長から次のような答弁を貰っていました。
 
　『ほとんどの県立の特別支援学校は、校内の施設で調
理を行っておりまして、小規模の学校もありますので、有
機農産物の関係者とも相談をし、協力を得ながら、モデル
的に年に何回か愛知を食べる学校給食の日などに有機農
産物を取り入れたいと考えております。給食に有機農産
物を取り入れることは食育の面でも大変意義があります
ので、有機農産物を使ったより安心でおいしい給食を子

本
今日は「愛知を食べる学校給食の日」です金

供たちが笑顔で食べ
られるよう取り組ん
でまいります。』
 
　その時の答弁が実
現したのです。小さな
一歩ですが、出来るこ
とからコツコツ初め
て行きましょう！　先
ずは第一歩です。

11.21
般会計・特別会計決算特別委員会が開催されま
した。今日は防災安全局と総務局ほかの所管に
関する審査です。
 

　私は「消防団の加入促進について」質問をしました。
令和４年度の新規事業として[消防団加入促進モデル事
業]が、そして以前からの継続事業として[消防団加入促
進事業費補助金]があるのですが、その事業をしたこと
によって「実際にどれだけ新たな団員が入団したか」を
成果指標として把握することが大切なのでは・・・と問題

一
消防団員の加入促進に向けて質問しました火

提起しました。
 
　これで、閉会中審査として６
回に亘って開催された決算委
員会の質疑は全て終了し、最
後にこの委員会に付託されて
いた１２件の決算全てが採決
され、賛成全員で認定されま
した。

11.27
いち県民の日』記念式典に出席しました。
 
　明治５（１８７２）年１１月２７日に、当時の愛知県
（改称前は名古屋県）と額田県が合併し「現在の

愛知県」が誕生しました。昨年、県政１５０周年を迎えたこと

あ『
初めての『あいち県民の日』です月

を契機として、１１月２７日を『あいち県民の日』とする条例
を昨年の１２月定例会で制定しました。
 
　ということで、今日が初めての『あいち県民の日』なの
です。そして『あいち県民の日』を含む直前１週間（１１月２

１日から２７日まで）を「あいちウィーク」と定め、この間、県
の施設等が割引や無料で利用できたり、愛知県の魅力を
発信するイベント等が県内各地で行われていました。
 
　また、県内の公立学校では『あいちウィーク』期間中の１
日を「県民の日学校ホリデー」に指定し休業日としました。
およそ９割の自治体が２４日を休業日に、そして１割の自治
体が今日を休業日にしたとのことです。
 
　本日の式典では先ず始めに今回の「あいち県民の日ロ
ゴマーク」を作成した岩城孝則氏に表彰状が授与された
後、基調講演として歴史家の千田嘉博氏による「愛知の城
から歴史を読み解く」というテーマでの講演、その後「愛知

の魅力を再発見！愛知をもっと好きになる」というテーマ
で、タレントの須田亜香里さん、あいち県民の日アンバサ
ダーで女優の河村花さんらによるパネルディスカッショ
ン、最後に名古屋芸術大学ウインドオーケストラによる記
念演奏が行われました。

12.5
月定例愛知県議会。今日は自民党・あいち民主
県議団共に政調会長が代表質問に登壇しまし
た。『中小企業の人材確保に向けた取り組みの
支援』として興味深い答弁がありました。

 
　「中小企業の人材
確保を一層促進する
ため、中小企業が従
業員の奨学金返還分
を手当として支給す
る、又は、従業員に代

12
奨学金返還を補助する制度が新たに創設されそうです火

わって奨学金貸与団体へ返還する場合には、その一定部
分を県から補助する制度を新たに創設したい」とのことで
す。
 
　若者の中には学生時代に奨学金を受給している方も多
く、約４割の方が卒業後の返還に負担を感じているという
データもあります。そこで、中小企業が従業員への奨学金
返還の支援を行うことで、こうした若者が中小企業を就職
先として選ぶ動機付けの一つになるのではないかと思い
ます。制度の創設は吉報です。

12.1
知県議会１２月定例会が開会しました。今議会に
提出された主な補正予算は・・・

■愛知県基幹的広域防災拠点事業計画地内における埋
蔵文化財発掘調査の実施

■ゼロエミッション自動車の普及加速に向けた取組の拡大
■首都圏から愛知県への移住支援の推進
■技能五輪国際大会 の愛知県招致に向けた取組の推進
■豊橋市新アリーナ の整備に向けた取組の支援
 
　その他、人事委員会勧告に伴う給与改定費や三河港の
浚渫を行う港湾改良費等を含め、合計１０４億８,４１９万余
円（外に債務負担行為１４億９,１０８万余円）が計上されて
います。また、一昨日成立した国の補正予算に呼応し、さ
らに補正予算案も追加提出される予定です。

　また、今日から経済
産業局産業科学技術
課内に水素関連施策
の司令塔となる【水素
社会実装推進室】が設
置されました。
 

愛
１２月定例会開会と水素社会実装推進室の設置金

　水素はカーボンニュートラ
ルに貢献するクリーンなエネ
ルギーであるだけでなく、水
の電気分解等で製造できる
ことから、地政学的な影響を
受け難く、安定的に確保しや
すいエネルギーとして、世界
的に注目されています。愛知
県は、燃料電池車両の保有
台数や水素ステーションの
整備数で日本一を誇っていますが、今後はこれまであまり
活用されてこなかった発電所や工場・運送・港湾・農業・浄
水場などでも、水素やアンモニアなど脱炭素燃料の活用
が見込まれています。
 
　【水素社会実装推進室】を核にして、県庁内の各局で進
められる水素関連施策を取りまとめ、国の支援策などを活
用しながら、スピード感をもって水素関連プロジェクトを
次々と創出して２０５０年のカーボンニュートラルの実現を
目指します。



1

MASAHIRO KAMIYA
Prefectural Government Report県政報告日記で

綴る　

DiaryDiary

県政と皆様を結ぶ情報誌MASAHIRO KAMIYA Prefectural Government Report

愛知県議会議員神谷まさひろ

住所／〒448-0028　刈谷市桜町3-45
TEL／0566-23-0344 　FAX／0566-23-1399 http://kamiya.gr.jp

発行／神谷まさひろ事務所

神谷まさひろ 検 索

紙面の都合上、一部の内容しか掲載することが出
来ません。私のＨＰでは日記をほぼ毎日更新してい
ますのでぜひご覧下さい。

4

　皆様には健やかに新春をお迎えのことと存じます。昨年は大変お世話になり誠にありがとうご
ざいました。『日記で綴る県政報告Ｖｏｌ．２４』をお届けします。県議会と刈谷市議会の運営上の相
違点の１つに、「決算委員会のあり方」があります。前年度の決算審査について刈谷市議会では９月
定例会において「審査⇒採決」を行いますが、愛知県議会では９月定例会において「上程」され、９月
定例会と１２月定例会の間に「閉会中審査」が行われ、１２月定例会において「採決」が行われるので
す。今回のレポートでは、閉会中審査における決算委員会の内容と１２月定例会の内容を中心にお
届けします。ぜひともご覧頂き、県政を少しでも身近に感じて頂けたら幸いです。

12.20
月定例愛知県議会の最終日です。 １１月２９日に
成立した国の補正予算を受けて５０２億１,７３５万
余円（外に債務負担行為１００億３,９１６万余円）の
追加の補正予算案が提出され、それぞれの常任

委員会で審査されました。
 
　私の所属する県民環境委員会では「私立学校のスクール
バスの燃料費、学校給食費及び光熱費の高騰分を支援」
「私立大学・短期大学の光熱費高騰分を支援」について５月
補正予算に計上した今年度上半期分に引き続き下半期分
として計上されています。
 
　但し、単純に期間を延長するだけではなく、「スクールバ
スの燃料費への補助」は上期、バス１台当たり１月１０,０００円

12
１２月定例会最終日　物価高騰などに対する追加補正水

だったものが、今回の予算では１１,０００円に、「学校給食費
への補助」は上期、生徒１人当たり１食６０円であったものが
１００円にするなど、上期に比べて更に物価が高騰したこと
にきちんと対応するかたちになっています。
 
　その他の委員会でも原油価格・物価高騰対策などの補
正予算が審査され、再び本会議場において全ての議案が
承認されました。これにより１２月補正予算全体の規模は、１
２月定例会初日に提
案された補正予算と
合わせ、６０７億１５５万
余円（外に債務負担行
為１１５億３,０２４万余
円）となりました。

12.15
員を対象とした『議長主催の講演会』が行われま
した。講師は農林水産省大臣官房総括審議官の
杉中淳氏、演題は「食料・農業・農村基本法の検
証・見直しの状況について」です。

 
　今回の検証・見直しに際して、全国１１ブロックにおいて地方
意見交換会を開催したり、農水省のＷｅｂサイトを通じて国民
からの意見・要望の募集を行ったということで、その中から「私
も同意見・共感する」といったものを数点抜粋します。
 
■適正な価格形成が農家の生産意欲向上、新規就農者の
増加につながる

■有機農業の推進において、公共調達かつ成長期の子供
たちのための学校給食への販路拡大に優先的に取り
組んで欲しい

■生産資材の国産化の推進＝資材、肥料、種子を輸入に
依存しており、日本の農業は危機と感じる

■食料自給率は、肥料・飼料の問題とセットで考えないと
その向上につながって行かない。特に肥料は中国が輸
出を完全に止めてしまった時にどうするのか

■目標数値の設定では、カロリーベース総合食料自給率
だけでなく、重要品目ごとの自給率や目標や農業生産
基盤の構成要素ごとの目標など、事業者・消費者にも課
題と政策が判り易いことが必要

■再生可能な農業を展開して行くためには、収益の確保
と環境への配慮が必要。そのためには全国一律の農業
政策ではなくてその地域に合った、その地域に根差し
たものを推奨して行くべき

 

議
日本の食料自給率　実際は１０％未満と自覚しよう金

　よく日本の食料自給率をカロリーベースで３８％と表現
することがありますが、肥料や飼料・種を海外に依存してい
る日本にとってそれらが輸入されなくなった時（既に価格が
暴騰して輸入し辛い状況になっていますが）の自給率は１
０％未満となります。そうした日本の食の置かれた状況を正
しく認識しておくことが大切です。お金を出せば海外から
食料を買える時代は終焉しました。不測の事態に国民の命
守るのが「国防」ならば、地域農業を守ることこそが安全保
障です。

食料自給率に対するまさひろの考え

Vol.24Vol.24
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10.26 決算特別委員会　福祉局と保健医療局の審査です木
が所属します決算特別委員会が行われました。
今日は福祉局と保健医療局に関する一般会計
と特別会計に関する審査です。私は２つの項目
について質問しました。

 
① 生活福祉資金の特例貸付について
 
　新型コロナウイルス感染症の発生により休業や失業等
により、一時的又は継続的に収入減少した世帯を対象とし
て、生活福祉資金貸付制度における「総合支援資金」及び

「緊急小口資金」について特例措
置が令和２年３月２５日から令和４
年９月３０日まで設けられました。
 
　その間の総貸付件数は愛知県
だけでも１５７,８８０件、総貸付金額
は５０７億５,１６９万２千円に上って
います。そして令和４年３月までに
貸し付けた債権については、令和
５年１月から償還が始まっていま

私 す。最近の物価高騰などにより当時よりも更に厳しい生活
を余儀なくされている方も多数いるはずです。ぜひそうし
た方々に寄り添った対応をして欲しいと要望をしました。
 
② 愛知県食品衛生協会について
 
　食品衛生協会は、食品関係事業者の衛生管理の普及向
上を図り、県民の食生活の安全・安心を確保することを目
的に、食品衛生思想の普及活動、食品衛生責任者の養成、
食品衛生センターでの検査、食品衛生指導員活動、共済
事業等を行っています。
 
　しかしながら、近年、食品衛生協会への加入率が非常に
低下しており、今から１０年前の平成２５年度は７８．８％で
あったものが、５年前の平成３０年度は６９．９％に、そして令
和４年度は６４．２％となっています。
 
　そこで、飲食店に対して愛知県食品衛生協会への積極
的な加入を働きかける、あるいは入会することのメリット
を作って加入の促進につなげて欲しいと要望しました。

11.15 「研究は生産者や消費者の理解の得られるものでなければならない」との答弁水
算特別委員会が開催され、私は「プレミアム商
品券について」と「ゲノム編集について」質問を
しました。農業総合試験場と水産試験場におけ
るゲノム編集に対する答弁です・・・

 
　ゲノム編集については、県農業総合試験場で、食用となる
農作物を対象としたゲノム編集技術による育種研究は行っ
ていない。キクなど観賞用花きに限定して実施している。

　食用となる農作物を対象としたゲノム編集の研究をし

決 ていない理由は、県農業総合試験場が品種開発の過程で
活用する技術について、生産者や消費者の理解の得られ
るものでなければならないと考えているからである。この
ため、食用となる農作物のゲノム編集技術を活用した育
種について、研究を計画していない。
 
　県水産試験場においても、ゲノム編集に関する試験研
究は行っていない。理由は県農業総合試験場と同様であ
る。今後についても、計画はない。


